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「 看護研究における図書室利用方法 」 デモンストレーション「 学会発表 」では、一昨

の講義を終えて 年第９回図書館情報サービス研究大会で発表した

「 病院図書室と生涯学習 一新しい病院図書室サー

社会保険広島市民病院 岡橋 郁子 ビス 」を使った。実験・調査といった研究ではな

い旨を告げ、参考事項は、１．図書室利用の啓蒙

平成５年２月１６日看護部研修部の依頼 により

「 看護研究における図書室利用方法」と題して１２０

余名の参加を得て９０分講義した。当図書室は医師

・看護婦・ｃｏ－ｍｅｄｉｃａｌへの情報提供のみに留ま

らず、生涯学習を多方面からバックアップしてい

る。今回の講義はこの一環として行った。

講義は９０分で、講義項目は、１．看護研究とは

２．文献検索 ３．研究計画書 ４．調査 ５．統計 ６．

学会発表 ７．論文投稿 ８．デモンストレーション

「 学会発表 」とした。

資料は、Ａ．「 看護研究マニュアル ＩＢ．「 業績発

宍の方法一学会発表と論文投稿ＪＣ．事例（ 雑誌

「 臨床看護 」掲載論文 ）の３点とした。

Λ。「看護研究マニュアル 」は今回の講義のため

に作ったもので“ これに従えば無駄なく看護研究

ができますよ ”を目標に、平易でしかもチェック

ポイントを明記して、さらに、各項目毎に引用参

ご文献を付した。

Ｂ．「業績発表の方法 」は一昨年臨床研修医のた

めに即ったもので、これは研究そのものではなく、

その周辺を記したものである。主な内容は、学会

允人用資料作成としてオフセット印刷用抄録原稿

タイプ、スライド原稿・ポスターセッションのパ

ネルの作成、論文投稿として図・表・写真の作成

や佼ｉｌミの方法などである。

ｃ．臨床看護婦が発表しだ 胃切除後の 体重 減

小 ”という論文で、テーマが分かりやすく、しか

い；閣 が短いものを「 事例 」とした。その論文は

巾前にト分な文献調査がなされており、研究方法

は休面則定・アンケート調査の両面から行われて

い／：，，その結果は表・グラフで示され、さらにグ

’■ノには統計処理がなされていた。また、論文構

成が明瞭で、さらに各項目、すなわち、はじめに、

叩 糾 は び研究方法、結果、考察、おわりに、謝

ヅ、り＜Ｊ文献がマニュアルどおりの表現であった。

２。見やすいスライド ３．スライド提示と話す速度

とした。

今回の講義は「 看護研究 」とい う設定の下に

「 利用者教育 」を行ったもので、司書が医局秘書

を兼務し医師の研究のサポートを長年していると

いう経験を生かしで 研究 ”まで言及した。「 看

護 」の知識なくして「 看護研究 」を講義するのは

冒険であったが、「 看護研究 」も研究の１つと理

解して、１つの試みとして行った。

また、この講義のために、このたび数多くの看

護研究に関する文献に目を通したが、それらの多

くは、多忙極まる臨床看護婦、特に初めて「 看護

研究 」をするものにとって少しむずかしすぎるよ

うに思われた。図書室で看護婦から「 看護研究 」

について、いろいろな質問を受けるが、このこと

は、これに起因しているのではないかと思われた。

受講者からの声は次のとおりであった。看護研

究の流れがよく分かった。１つ１つの項目をシリ

ーズで講義してほしい。見やすく、噛み砕いた説

明でよく分かった。「 看護研究 」の講習を受講し

た経

※資料ま好評につき近々再編集を予定している。

ご希望の方はご連絡下さい。
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